
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回診療支援部会 

開 催 日 時 令和元年10月23日（水） 18：00～18：40 

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 第４会議室（病院４階） 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷 眞至（部会長） 

公立甲賀病院         南部 卓三 

彦根市立病院         來住 優輝 

市立長浜病院         林 嘉彦 

高島市民病院         武田 佳久 

市立大津市民病院       髙見 史朗 

近江八幡市立総合医療センター 石川 博己 

長浜赤十字病院        駒井 康伸〈代理〉塩見 尚礼 

滋賀県歯科医師会       山﨑 徹 

滋賀県薬剤師会        小杉 奈緒 

滋賀県看護協会        呉竹 礼子〈代理〉草野 とし子 

滋賀県放射線技師会      吉村 雅寛 

滋賀県歯科衛生士会      山本 伸子 

滋賀県放射線治療連絡協議会  山内 智香子 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【オブザーバー】 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 天満 清央 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 岩本 香奈 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院  浅井 由孝 

滋賀医科大学医学部附属病院  黒瀬 和美 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

大津赤十字病院        土井 隆一郎（副部会長） 

滋賀県立総合病院       川上 賢三（副部会長） 

草津総合病院         戸川 剛 

済生会滋賀県病院       重松 忠 

東近江総合医療センター    目片 英治 

滋賀県医師会         重永 博 

滋賀県病院薬剤師会      寺田 智祐 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀医科大学医学部附属病院  醍醐 弥太郎 

（敬称略） 

議 事 概 要 １．報告等 

・新しく部会員となられた方及びオブザーバーの方の紹介があった。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

  

２．議題 

（１）令和元年度の取組について 



 

１）「がん診療連携拠点病院等のがん診療に関する機能分担の評価の検討」、「がん医療の質の

向上に向けたアウトカム評価の検討」 

  各病院に、がん診療に関するトピックスについて照会し、新着情報順、医療圏別・病院別

に取りまとめた一覧表について、確認の依頼があった。また、「がん情報しが」に掲載する

ことが了承された。 

 

２）治療法一覧について 

  今回内容について照会し、追加・修正を行った(資料２-１、２-２の黄色マーカー、赤字

部分)。 

  審議の結果、各病院で再度確認していただくこととなった。11月末を目途に回答いただき、

12月中にホームページに掲載する。注意点として、ホームページの「標準治療とは」に掲載

しており、保険収載している治療法のみの掲載となるため、その確認もお願いしたい。ロボ

ット手術の「ダ・ヴィンチsi」を「ダ・ヴィンチ」として機種名を記載しないことで統一す

る。また、「治療法一覧」、「がん診療に関するトピックス」の「がん情報しが」への掲載場

所の確認があった。 

部会員より、膵がんの治療法に「腹腔鏡下膵頭十二指腸切除」があるのであれば「腹腔

鏡下膵体尾切除」も追加してはどうか、との意見が出され審議の結果追加することとなっ

た。また、大腸がんで「早期悪性腫瘍粘膜下層剥離術」が多くの施設で行われおり、胃が

ん、食道がんにおいても同様に行われていると思われるが、大腸がんのみの掲載とするの

かとの意見が出され、審議の結果、胃がん、食道がんにおいても行われていれば同様に掲

載することとなった。 

 

３）各団体の取組について 

 各団体より取組についての報告があった。 

 （滋賀県歯科医師会） 

  口腔がんチェックを実施しているが、今年初めに「口腔がん」について話題となり、一般

の方にも認知していただいたことの影響は大きかった。 

 （滋賀県薬剤師会） 

今年度２回めの、滋賀県薬剤師会認定「在宅ホスピス薬剤師」のフォローアップ研修会

を12月に開催予定で、がんの終末期を含めた内容を考えている。また、在宅ホスピス薬剤

師５期生（定員は30名前後）を来年度養成することとなり、化学療法、疼痛治療、心のケ

アに関する内容を検討している。 

（看護協会） 

11月８日に「がん患者のアピアランスケア」についての研修会を行う。また、各病院で

実施されている研修を、病院や訪問看護ステーションに案内し、受講を促す。 

（放射線技師会) 

  第３回研修会を「肺がん」をテーマに、１月25日に市立大津市民病院の戸田先生を講師に

お迎えして行う。 

（滋賀県歯科衛生士会） 

県内衛生士会の生涯学習として、１月26日に研修会を行う。国立がんセンターで研修を

受けた診療所の衛生士が、研修を踏まえて地域の患者をどのように支えるかについての研

修内容で、身近なテーマとなっている。 

（滋賀県放射線治療連絡協議会） 

年２回の連絡協議会世話人会・研修会を、１回目を６月に開催し、２回目は２月に開催

予定である。また、｢がん診療｣に関するセミナー・市民公開講座等の開催における共催・

後援・告知を行う。 

 

４）ＨＰの拡充 

部会の数値目標としている、「がん情報しが」のアクセス状況について、今回「がん登録」



 

の伸び率が高くなっているが、数値を見ると、今までが低く、今回他の項目に近い数値と

なっている。特にホームページの更新等は行われていない。今後もホームページの充実に

ついてご協力いただきたい。 

  

５）がんゲノム医療についての情報共有 

  県からの情報提供として、資料７に「がんゲノム医療拠点病院 選定結果」がある。今回

県内からの指定病院はない。がんゲノム医療については、わかりにくく、誤解がないよう正

しい情報を滋賀県のホームページ「がん情報しが」に掲載していきたい。 

  また、部会員から質問のあった、認定遺伝カウンセラーを、各病院におくべきかどうかに

ついては、今後のことを考えると必要であるが、全国に有資格者が約200名程度であり難し

い。雇用についても、カウンセリングの需要やカウンセリング料、また、がんを専門とする

カウンセラーも少ないなどいろいろな課題がある。今後は、待遇面など行政が援助し育てて

いく必要があり、部会として県に要請していく。 

 

６）妊孕性温存についての情報共有 

  滋賀県は先進的であり、情報を、滋賀県のホームページ「がん情報しが」に掲載していき

たい。 

 

（２）部会の取り組み評価（中間評価）について 

１）アクションプランについて 

  計画どおり順調に取り組んでいるが、まだ、期間の途中であるためＢ評価とすることで了

承された。 

  

２）ＰＤＣＡサイクルについて 

  （案）のとおりとすることで、了承された。 

 

（３）その他 

（がん患者団体連絡協議会より） 

現在、がん患者調査を実施しており、11月10日期限でアンケートを回収中である。実施

できたことに感謝している。結果が出たら報告したい。 

患者会としても、がんゲノムについて、県に専門のカウンセラーを増やすよう要請して

いきたい。 

「がん情報しが」では、必要な情報になかなかたどり着けないように思うので、がん患

者向けのホームページとの情報の連携をお願いしたい。 

最近は、スマートフォンを使用する高齢者も多く、ホームページの情報がPDFになってい

ると見にくいため改善をお願いしたい。 

 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和元年11月５日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   診療支援部会 部会長 谷 眞至 


